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要  望  書 

 

本年６月、新型コロナウイルスに感染して自宅やホテルで療養中など

の有権者に選挙の投票機会を確保するため、郵便投票制度の対象を拡げ

る法律が施行された。 

 郵便投票を行うには、選挙管理委員会への請求書や投票用紙を郵送す

るために外出する必要があるが、一人暮らし等で代わりに郵送してくれ

る人がいない自宅療養中の有権者は、制度の利用が難しいことが想定さ

れる。 

 そこで、そうした有権者の投票機会を確保するため、以下の通り要望

する。 

 

記 

 

郵便投票の対象拡大に関する制度の利用が困難な有権者への支援策を

早急に講じること。 

以上 
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